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令
和
5
年
度
企
画
展
は
、「
石
黒
亜
矢
子
展
　
ば
け
も
の
ぞ
ろ
ぞ
ろ
　
ば
け

ね
こ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」と
、
シ
ー
ズ
ン
展
示「
ど
っ
せ
い
！ 

ね
こ
ま
た
ず
も
う
〜
夏
場

所
〜
」、
そ
し
て「
江
口
寿
史
展
　
ノ
ッ
ト・
コ
ン
プ
リ
ー
テ
ッ
ド
」を
実
施
し

た
。
い
ず
れ
も
現
在
活
躍
中
の
作
家
で
あ
り
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
を
中
心
に
、
幅

広
い
年
齢
層
の
来
館
者
が
集
ま
る
活
気
溢
れ
る
展
覧
会
と
な
っ
た
。

石
黒
亜
矢
子
展
は
、
妖
怪
絵
や
化
け
猫
図
な
ど
の
主
題
で
知
ら
れ
る
画
家
・

石
黒
亜
矢
子 （
1
9
7
3
〜 

）に
と
っ
て
初
め
て
の
大
規
模
企
画
展
と
な
り
、

画
家
と
し
て
の
仕
事
の
ほ
か
、『
ば
け
ね
こ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
』『
い
も
う
と
か
い
ぎ
』

『
ね
こ
ま
た
ご
よ
み
』な
ど
の
絵
本
作
品
の
世
界
を
、
迫
力
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
自
筆
原
画
で
お
伝
え
し
た
。
ま
た
、
本
展
で
は
最
初
期
の
絵
画
作
品
を
は
じ

め
、
挿
画
・イ
ラ
ス
ト・最
新
作
ま
で
、
こ
れ
ま
で
一
体
的
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の

少
な
か
っ
た
石
黒
亜
矢
子
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
全
貌
に
迫
っ
た
。
ま
た
夏

休
み
期
間
中
に
は
、
シ
ー
ズ
ン
展
示「
ど
っ
せ
い
！
ね
こ
ま
た
ず
も
う
〜
夏
場

所
〜
」を
同
時
開
催
し
た
。
石
黒
亜
矢
子
展
と
連
動
し
、
石
黒
作
品
の
中
で
も

人
気
の
高
い
絵
本『
ど
っ
せ
い
！
ね
こ
ま
た
ず
も
う
』を
題
材
に
、
参
加
者
の
動

き
と
連
動
し
な
が
ら
、
絵
本
の
登
場
人
物
と
相
撲
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組

み
の
イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ・
メ
ディ
ア
ア
ー
ト
と
し
て
展
開
し
た
。
大
人
も
子
供

も
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
一
人
で
も
参
加
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
た
た
め
、
予
想
を
超
え
る
来
場
が
あ
っ
た
。

江
口
寿
史
展
は
、『
す
す
め
‼ 

パ
イ
レ
ー
ツ
』『
ス
ト
ッ
プ
‼ 

ひ
ば
り
く

ん
!
』等
の
強
烈
な
ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
で
人
気
を
博
し
、
現
在
で
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
の
江
口
寿
史 （
1
9
5
6
〜 

）を
取
り
上
げ
た
。
本
展

で
は
特
に
、
江
口
寿
史
の
原
点
で
あ
る
漫
画
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
の
画
業
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
作
者
が
手
掛
け
た
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
展
示
や
執
箪
部

屋
の
再
現
を
行
い
、
江
口
寿
史
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
音
楽
を
B
G
M
と
し
て
流
す

こ
と
で
展
示
に
没
入
で
き
る
空
間
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
読
者

で
あ
る
50
、
60
代
か
ら
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ヘ
の
親
し
み
が
深
い
若
年
層
ま
で

2
0
2
3（
令
和
5
）年
度

世
田
谷
文
学
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事
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報
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TOPICS

企画展  展示風景

江口寿史展 ノット・コンプリ－テッド 9/30～2024/2/4
石黒亜矢子展 ばけものぞろぞろ ばけねこぞろぞろ 2023/4/29～9/8

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
文
芸
評
論
家
、
そ
し
て
当
館
名

誉
館
長
で
あ
る
菅
野
昭
正
の
最
後
の
著
作『
小
説
と

映
画
の
世
紀
』（
2
0
2
1
年
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。
同

書
で
小
説
と
映
画
と
い
う
ふ
た
つ
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を

比
較
す
る
に
あ
た
り
、
菅
野
は
12
編
の
原
作
小
説
と

映
画
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
20
世

紀
に
創
作
さ
れ
、
ま
た
菅
野
自
身
の
生
き
た
激
動
の

20
世
紀
を
映
し
だ
す
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。
ト
ー
マ

ス・マ
ン『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
死
す
』、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ

カ『
審
判
』に
は
じ
ま
り
、
ミ
ラ
ン・
ク
ン
デ
ラ『
存
在

の
耐
え
ら
れ
な
い
軽
さ
』、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・エ
ー
コ『
薔

薇
の
名
前
』で
幕
を
閉
じ
る
同
書
は
、
時
代
に
翻
弄
さ

れ
る
人
物
や
状
況
が
、
作
品
と
と
も
に
ゆ
る
や
か
な

時
系
列
に
並
べ
ら
れ
、
菅
野
の
目
を
通
し
た
20
世
紀

の
思
想
史
を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、こ
れ
ら
12
の
作
品
を
映
画
ポ
ス
タ
ー
等

▼ 

あ
い
だ
あ
い
様
　
安
野
モ
ヨ
コ
様
　
臼
田
紘
様
　
九
里
順
子

様
　
佐
野
亜
利
亜
様
　
高
瀬
和
子
様
　
中
村
姫
路
様
　
笛
木

美
佳
様
　
ホ
ン
ダ・
ア
キ
ノ
様
　
牧
村
康
治
様
　
町
田
育
代
様
　

水
谷
有
美
様
　
森
朝
男
様
　
安
田
勤
様
　
米
田
憲
三
様
　

▼ 

赤
磐
市
教
育
委
員
会
　
尼
崎
芸
術
文
化
協
会
　
池
波
正
太

郎
記
念
文
庫
　
石
川
近
代
文
学
館
　
石
川
県
立
美
術
館
　
伊

豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
　
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
　

一
茶
記
念
館
　
茨
城
県
常
総
市
・
節
の
ふ
る
さ
と
文
化
づ
く
り
協

議
会
　
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
　
井
上
ひ
さ
し
研
究
会
　

井
上
靖
記
念
館
　
井
上
靖
記
念
文
化
財
団
　
射
水
市
大
島
絵

本
館
　
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
　
い
わ
き
市
立
草
野
心
平

記
念
文
学
館
　
ウ
エ
ッ
プ
　
う
ら
わ
美
術
館
　
大
田
区
立
郷
土

博
物
館
　
尾
上
松
之
助
遺
品
保
存
会
　
賀
川
豊
彦
記
念
松
沢
資

の
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
な
が
ら
、
小
説
と
映
画
の

織
り
な
す
世
紀
に
思
い
を
馳
せ
、
過
去
だ
け
で
な
く

未
来
に
も
向
け
ら
れ
た
菅
野
の
眼
差
し
を
追
い
ま
す
。

展
示
と
上
映
会
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、

小
説
と
映
画
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
展
覧
会
で
す
。

資
料
受
贈
報
告

2
0
2
3
年
9
月
1
日
〜
2
0
2
4
年
7
月
18
日

料
館
　
学
習
院
大
学
史
料
館
　
神
奈
川
近
代
文
学
館
　
金
沢

文
化
振
興
財
団
　
紙
の
博
物
館
　
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

神
崎
情
報
館
　
北
九
州
市
立
文
学
館
　
北
九
州
市
立
松
本
清

張
記
念
館
　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
　
京
都：

Re-Seach

実
行
委
員
会
　
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会
　
ク
マ

ヒ
ラ・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
　
久
留
米

市
美
術
館
　
黒
澤
明
研
究
会
　
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学

館
　
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト・
セ
ン
タ
ー
　
幻
冬
舎
　
江
東
区

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
石
田
波
郷
記
念
館
　
國
學
院
大
學
博
物
館

学
研
究
室
　
国
文
学
研
究
資
料
館
　
国
立
国
会
図
書
館
国
際

子
ど
も
図
書
館
　
国
立
新
美
術
館
情
報
資
料
室
　
越
谷
市
立
図

書
館
野
口
冨
士
男
文
庫
　
高
志
の
国
文
学
館
　
小
諸
市
教
育
委

員
会
　
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館
　
さ
い
た
ま
文
学
館
　
斎

藤
茂
吉
記
念
館
　
佐
々
木
信
綱
記
念
館
　
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
　

実
践
女
子
大
学
博
物
館
過
程
　
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
　
勝
央

美
術
文
学
館
　
書
肆
侃
侃
房
　
白
百
合
女
子
大
学
言
語
・
文
学

研
究
セ
ン
タ
ー
　
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
　
水
曜
社
　
杉

並
区
立
郷
土
博
物
館
　
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
　
世
田
谷
区

立
郷
土
資
料
館
　
芹
沢
文
学
研
究
会
　
仙
台
文
学
館
　
田
原

市
博
物
館
　
多
摩
美
術
大
学
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
人
類
学
研

究
所
　
鶴
岡
市
立
藤
沢
周
平
記
念
館
　
都
留
市
博
物
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
都
留
　
天
為
俳
句
会
　
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
　
東

京
都
現
代
美
術
館
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
　
豊
島
区
郷
土

資
料
館
　
栃
木
市
立
文
学
館
　
富
山
県
歌
人
連
盟
　
富
山
県

芸
術
文
化
協
会
　
長
泉
町
井
上
靖
文
学
館
　
中
原
中
也
記
念

館
　
新
美
南
吉
記
念
館
　
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
　
日
本
近
代
文

学
館
　
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
　
日
本
児
童
ペ
ン
ク
ラ
ブ
　
日

本
ト
ル
ス
ト
イ
協
会
　
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
　
沼
津
牧

水
会
　
野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
　
萩
原
朔
太
郎
記
念・
水
と

緑
と
詩
の
ま
ち
前
橋
文
学
館
　
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
　
白
山
市

立
千
代
女
の
里
俳
句
館
　
飯
能
市
教
育
委
員
会
　
姫
路
文
学

館
　
福
崎
町
立
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　
ふ
く
や
ま
文
学

館
　
ふ
ら
り
　
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
　
文
京
ふ
る
さ
と
歴

史
館
　
平
凡
社
　
北
海
道
文
学
館
　
松
山
市
立
子
規
記
念
博

物
館
　
岬
の
分
教
場
保
存
会
　
三
島
市
郷
土
資
料
館
　
三
鷹
市

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
　
宮
沢
賢
治
学

会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
　
武
蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
　
武
蔵

野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
　
目
黒
区
美
術
館
　
森
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
事
務
所
　
野
球
殿
堂
博
物
館
　
山
梨
県
立
文
学

館
　
郵
政
博
物
館
　
横
光
利
一
文
学
会
　
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
　

吉
村
昭
記
念
文
学
館
　
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
　
早
稲
田
大
学
教
育
学
研
究
近
代
文
学
ゼ
ミ

▼ 「
海
」「
海
紅
」「
大
岡
信
研
究
」「
街
道
」「
カ
プ
リ
チ
オ
」

「
経
堂
雑
記
」「
今
日
の
花
」「
原
型
富
山
」「
鴻
」「
心
の
花
」「
埼

東
文
学
」「
佐
佐
木
幸
綱
研
究
」「
鹿
首
」「
春
耕
」「
正
午
」「
抒

情
文
芸
」「
詩
霊
」「
駿
河
台
文
芸
」「
川
柳
研
究
」「
双
鷲
」

「
鬣
」「
多
摩
の
あ
ゆ
み
」「
短
歌
人
」「
探
偵
随
想
」「
地
中
海
」

「
飛
火
」「
焰
」「
風
」「
プ
チ
★
モ
ン
ド
」「
文
芸
思
潮
」「
文
章
歩

道
」「
本
のparking

」「
ラ
ン
ブ
ル
」「
り
ん
ご
の
木
」「
暦
日
」

 

（
五
十
音
順
・
団
体
名
敬
称
略
）

﹇
シ
ー
ズ
ン
展
示
﹈

小
説
と
映
画
の
世
紀
展
　

追
悼
・
菅
野
昭
正
名
誉
館
長

2
0
2
4
年
9
月
21
日（
土
）〜
10
月
20
日（
日
）

＊
観
覧
料
、
無
料
観
覧
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
８
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

﹇
企
画
展
示
﹈

漫
画
家
・
森
薫
と
入
江
亜
季 

展

　
　

|
ペ
ン
先
が
描
く
緻
密
な
る
世
界
|

2
0
2
4
年
11
月
2
日（
土
）〜

2
0
2
5
年
2
月
24
日（
月
・
祝
）

表
現
活
動
の
豊
か
な
可
能
性
を
模
索
し
た
寺
山
修

司（
1
9
3
5
〜
1
9
8
3
）は
、
様
々
な
芸
術
分
野
を

横
断
す
る
こ
と
で
そ
の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま

し
た
。
現
在
も
、
戯
曲
の
再
演
や
映
画
上
映
な
ど
を

同
時
期
に
デ
ビ
ュ
ー
し
同
じ
雑
誌
で
連
載
を
重
ね
、

と
も
に
成
長
し
て
き
た
漫
画
家
・
森
薫
と
入
江
亜
季
。

ア
ナ
ロ
グ
の
手
描
き
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
る
二
人
が
生

み
だ
す
絵
は
、
極
め
て
繊
細
な
線
で
描
か
れ
な
が
ら
、

ペ
ン
先
の
力
強
い
息
づ
か
い
を
見
る
者
に
伝
え
ま
す
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
身
分
を
越
え
た
恋
物
語
を

描
い
た『
エ
マ
』、
細
部
ま
で
描
き
こ
ま
れ
た
中
央
ア

ジ
ア
の
風
物
と
美
し
い
花
嫁
た
ち
が
登
場
す
る『
乙

嫁
語
り
』。
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
魔
法
と
少
女
の
成
長
を

描
い
た『
乱
と
灰
色
の
世
界
』、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
大

自
然
の
な
か
で
消
え
た
弟
の
行
方
を
探
る『
北
北
西

に
曇
と
往
け
』。

美
し
い
線
画
と
華
麗
な
コ
マ
割
り
や
セ
リ
フ
が
織

り
な
す
綾
は
ド
ラ
マ
ティ
ッ
ク
で
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
物
語
へ
と
読
者
を
誘
い
ま
す
。

本
展
で
は
迫
力
の
原
画
と
と
も
に
、
同
人
誌
時
代

の
作
品
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
、
机
周
り
や
創

作
メ
モ
、
取
材
の
様
子
な
ど
執
筆
の
現
場
も
紹
介
。

物
語
の
世
界
は
も
ち
ろ
ん
、
一
枚
の
原
稿
が
う
ま
れ

る
、
そ
の
道
程
ま
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
二
人
の
漫
画
家

と
、
漫
画
が
も
つ
情
熱
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
﹈

寺
山
修
司
展

　
　

|
世
田
谷
文
学
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る

２
０
２
４
年
10
月
５
日（
土
）〜
２
０
２
５
年
３
月
30
日（
日
）　

 

＊
会
期
途
中
に
年
末
年
始
・
整
備
休
館
あ
り

通
じ
て
、
若
い
世
代
を
含
め
た
フ
ァ
ン
は
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
寺
山
作
品
は
思
春
期
の
感
受
性
豊
か
な
若

者
に
、
時
代
を
越
え
て
語
り
続
け
て
お
り
、
そ
の
作
品

の
普
遍
性
が
新
た
な
読
者
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
す
。

寺
山
修
司
は
、
18
歳
で「
短
歌
研
究
」新
人
賞
を

受
賞
。
そ
の
後「
俳
句
」や「
短
歌
」な
ど
の
定
型
詩

か
ら
、
自
由
詩
へ
と
創
作
活
動
の
基
盤
を
移
し
、
歌

謡
曲
の
作
詞
や
放
送
詩
（
ラ
ジ
オ
）へ
と
活
動
ジ
ャ

ン
ル
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
30
歳
を
前
後
す
る

1
9
6
0
年
代
後
半
に
は
世
田
谷
区
下
馬
へ
移
り
住

み
、
演
劇
実
験
室「
天
井
棧
敷
」を
設
立
し
ま
す
。
長

編
小
説
や
戯
曲
、
評
論
な
ど
新
た
な
執
筆
活
動
を
交

え
な
が
ら
、
演
劇
や
映
画
と
い
っ
た
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
へ

と
移
行
し
て
い
く
、
寺
山
に
と
っ
て
節
目
と
な
る
時
期

が
こ
の
世
田
谷
時
代
で
し
た
。

寺
山
生
誕
90
年
に
あ
た
り
、
本
展
で
は
こ
れ
ま
で

当
館
で
収
蔵
し
て
き
た
関
連
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に

展
示
し
ま
す
。
自
筆
の
書
簡
や「
天
井
棧
敷
」に
関
す

る
資
料
な
ど
約
1
5
0
点
の
資
料
で
、
寺
山
修
司
の

人
物
像
と
そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

展
覧
会
の
ご
紹
介
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幅
広
い
年
齢
層
が
集
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
か
っ
た
の
も
本
展
の
特
徴
で
あ

る
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
作
家
本
人
が
出
演
し
、
フ
ァ
ン
と
の
貴
重
な
交

流
の
場
と
な
っ
た
。
連
携
事
業
と
し
て
、
せ
た
が
や
文
化
財
団
音
楽
事
業
部
と

共
催
し
、江
口
寿
史
と
漫
画
家
、と
り・み
き
出
演
の
音
楽
ラ
イ
ブ
も
開
催
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
は
前
期
展「
没
後
50
年 

椎
名
麟
三
と『
あ
さ
っ
て
会
』」　

と
、
後
期
展「
衣
裳
は
語
る 
| 

映
画
衣
裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
柳
生
悦
子
の
仕
事
」

を
開
催
し
た
。
前
期
は
、
小
説
家
・
椎
名
麟
三 （
1
9
1
1
〜
1
9
7
3
）の

生
涯
と
作
品
を
特
集
し
、
椎
名
の
模
索
し
続
け
た「
ほ
ん
と
う
の
自
由
」を
考
察

す
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
松
原
に
住
み
親
し
く
往
来
し
た
梅
崎
春
生
ら
戦
後
派

作
家
た
ち
の
様
相
を
紹
介
し
た
。
本
展
準
備
に
伴
う
調
査
結
果
は
、「
世
田
谷

文
学
館
収
蔵
資
料〈
調
査
と
探
求
〉01
石
川
淳
／
椎
名
麟
三﹇
上
巻
﹈」に
反
映

さ
せ
た
。
後
期
は
、
東
宝・
砧
撮
影
所
初
の
専
属
衣
裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
日

本
映
画
黄
金
期
に
現
代
劇
か
ら
時
代
劇
ま
で
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
た

柳
生
悦
子
（
1
9
2
9
〜
2
0
2
0
）の
業
績
を
、
生
前
本
人
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
多
く
の
デ
ザ
イ
ン
画
と
と
も
に
紹
介
し
た
。
あ
わ
せ
て
4
0
0
点
の
衣
装
デ

ザ
イ
ン
画
を
閲
覧
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
展
示
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
発
し
た
。

当
館
の
基
幹
事
業
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た「
ど
こ
で
も
文
学
館
」

で
は
、
学
校
や
地
域
と
連
携
し
て
、
文
学
作
品
の
パ
ネ
ル
な
ど
の
出
張
展
示
を

実
施
し
、
全
国
へ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
た
。「
0
才
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、
0
才
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
格
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
で
毎
年
好
評
を

得
て
お
り
、
令
和
5
年
度
も
感
染
症
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
人
数
制
限
を
緩
和

し
て
実
施
し
た
。
乳
幼
児
も
リ
ズ
ム
を
感
じ
て
体
を
動
か
し
、
二
世
代
、
三
世

代
の
子
ど
も
連
れ
家
族
で
賑
わ
っ
た
。
講
座「
生
業
さ
が
し
　
小
説
家
と
い
う

職
業
」は
将
来
の
仕
事
を
具
体
的
に
考
え
始
め
る
高
校
生
を
対
象
に
実
施
し
、

第
3
弾
は
現
役
の
小
説
家
を
招
い
て
、小
説
家
に
な
る
ま
で
や
出
版
業
界
の
話
、

小
説
を
書
く
に
あ
た
っ
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ツ
に
つ
い
て
な
ど
具
体
的
な

話
を
聞
い
た
。
区
内
大
学
の
日
本
女
子
体
育
大
学
の
ダ
ン
ス・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
研

究
部
と
の
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
こ
と
ば
と
か
ら
だ
　『
シ
ン・モ
モ
タ
ロ
ウ
』

を
ダ
ン
ス
で
お
ど
ろ
う
！
」は
、
昔
話
の「
桃
太
郎
」を
ア
レ
ン
ジ
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
ダ
ン
ス
を
創
作
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
を
完
成
さ
せ
た
。
学
校
連
携

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
落
語
を
た
の
し
も
う
〜
笑
い
を
生
み
出
し
て
み
よ
う
」は
、

区
立
芦
花
小
学
校
4
年
生
が
、
講
師
の
指
導
で
古
典
芸
能
で
あ
る
落
語
に
つ
い

て
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
個
人
練
習
を
通
し
て
落
語
の
演
技
や
所
作
を
身

に
つ
け
自
分
の
落
語
を
創
作
し
た
。
日
常
生
活
で
も
実
践
で
き
る「
人
を
傷
つ

け
な
い
笑
い
」に
つ
い
て
も
考
え
を
深
め
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
だ
れ
で
も
探

検
家
」は
探
検
家
の
髙
橋
大
輔
氏
を
講
師
に
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
で
開
催
し
、
近

隣
の
蘆
花
恒
春
園
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
探
検
を
進
め
た
。
探
検
の
基
本

を
学
ん
だ
あ
と
は
文
学
館
に
戻
り
サ
バ
イ
バ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
災
害
時
に
も
使
え
る
身
近
な
も
の
の
活
用
方
法
」を
実
践
的
に
学
ん
だ
。

広
報
活
動
で
は
、
文
学
館
事
業
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ

ン
テ
ン
ツ
の
制
作
、
文
学
館
ゆ
か
り
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
ト
ー
ク
番
組「
ほ
ん
と

わ
ラ
ジ
オ
」の
放
送
、「
文
学
館
ニ
ュ
ー
ス
」の
発
行
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
た
な

展
開
と
し
て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
的
と
し
た「
セ
タ
ブ
ン
パ
ス
」を

開
始
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
に
文
学
館
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
ん

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
場
所
と
時
間
の
制
約
が
な
い
た
め
、
文
学
館
に
物
理

的
に
来
ら
れ
な
い
方
々
に
も
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
と
、
文
学
館
の
存
在
を
ひ

ろ
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
点
も
期
待
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
に
は
実
際
に
訪
れ
て

感
じ
て
い
た
だ
け
る
感
動
と
同
質
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

文
学
館
活
動
の
基
盤
と
な
る
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査・
研
究
事
業
で
は
、

資
料
の
翻
刻
を
中
心
と
し
た
資
料
集「
世
田
谷
文
学
館
収
蔵
資
料〈
調
査
と
探

究
〉01
石
川
淳
／
椎
名
麟
三﹇
上
巻
﹈」を
刊
行
し
た
。
館
の
収
蔵
資
料
は
今
後

の
文
学
研
究
に
お
い
て
も
、極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。
次
年
度
は「
収

蔵
資
料〈
調
査
と
探
究
〉02 

石
川
淳
／
椎
名
麟
三﹇
下
巻
﹈」を
刊
行
す
る
予
定

で
あ
り
、
継
続
し
て
調
査・研
究
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

令
和
7
年
に
世
田
谷
文
学
館
は
、
い
よ
い
よ
30
周
年
を
迎
え
る
。
時
代
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、
30
年
の
歩
み
で
培
っ
た
強
み
を
大
事
に
し
な
が

ら
も
、
常
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
な
い
文
学
館
と
し
て
、
来
る
べ
き
周
年

の
年
を
迎
え
た
い
。

コレクション展  展示風景催事

石黒亜矢子展関連イベント「おお雨・ライブ「化け猫ロック」」 
出演：おお雨（ボーカル・ギター：おおはた雄一、ボーカル：坂本美雨） 6/17

シーズン展示「どっせい！ねこまたずもう～夏場所～」7/22～ 8/31

出張展示「書家による｜世田谷ゆかりの作家たち展｜」 
川場村ふじやまビレジせせらぎの湯 6/30～ 11/16

コンサート「０才からのジャズコンサート」 
出演：クニ三上（ピアノ）、林正男（ベース）、横山和明（ドラムス） 10/18（３公演）

文学サロンイベント 
「館長対談「辻原登の文学の魅力とは～小説と人生～」」 
講師： 辻原登（神奈川県立近代文学館長）、 

亀山郁夫（世田谷文学館館長） 9/23

コレクション展関連イベント 
「ムットーニ コレクション 口上つき上演会」 
出演：ムットーニ（武藤政彦） 12/2・3（各日３回）

江口寿史展関連イベント「サイン会」  
出演：江口寿史（漫画家・イラストレーター） 11/28、1/8、2/3・4

ほんとわラジオ 11月放送  
ゲスト：江口寿史（漫画家・イラストレーター）

ワークショップ「誰でも探検家」  
講師：髙橋大輔（探検家） 1/21

ダンスワークショップ 
「ことばとからだ『シン・モモタロウ』をダンスでおどろう！」 
講師： 日本女子体育大学ダンス・プロデュース研究部 

（顧問：髙野美和子） 12/10
学校連携ワークショップ「落語を楽しもう 
～笑いを生み出してみよう～」（芦花小学校共催） 
講師・出演：楽亭じゅげむ（落語教育家） 12/9

コレクション展後期 衣裳は語る｜映画衣裳デザイナー・柳生悦子の仕事 
10/7～ 2024/3/31

コレクション展前期 没後50年・椎名麟三と「あさって会」 
2023/4/22～ 9/3 ［展示室内の設備不具合に伴う点検整備のため8/6で閉幕］
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イベントフライヤー

江口寿史展 ノット・コンプリーテッド

石黒亜矢子展 ばけものぞろぞろ ばけねこぞろぞろ

衣裳は語る－映画衣裳デザイナー・柳生悦子の仕事

没後50年・椎名麟三と「あさって会」

冬のワークショップ

夏のワークショップ

高校生向けワークショップ 
生業さがし「小説家という職業」

0才からのジャズコンサート

セタブンパス募集チラシ

2023（令和5）年度 
事業一覧 展覧会ポスター

刊行物・展覧会関連書籍

江口寿史扉絵大全集 
（小学館より「江口寿史展  

ノット・コンプリーテッド」公式画集
として刊行）

石黒亜矢子作品集其の弐
（玄光社より「石黒亜矢子展  

ばけものぞろぞろ ばけねこぞろぞろ」
開催にあわせて刊行）

どこでも文学館報告書2023 収蔵資料〈調査と探求〉  
01 石川淳 /椎名麟三［上巻］

世田谷文学館出張展示キット 
「移動文学館」貸出 
案内パンフレット

１  展覧会
展覧会名 会期 日数（日） 一般観覧料（円） 観覧者数（人）

◉ コレクション展
前期  
没後50年・椎名麟三と「あさって会」

2023/4/22～ 9/3 
［展示室内の設備不具合に伴う点検整備の
ため8月6日で閉幕］

92 200 3,836 

後期  
衣裳は語る 
－映画衣裳デザイナー・柳生悦子の仕事

10/7～ 2024/3/31 148 200 8,369 

◉ 企画展
石黒亜矢子展 
ばけものぞろぞろ　ばけねこぞろぞろ

2023/4/29～ 9/3 110 1,000 21,298 

2023年「石黒亜矢子展」関連・シーズン展示 
「どっせい！ ねこまたずもう～夏場所～」

2023/7/22～ 8/31 35 無料 7,064 

江口寿史展 
ノット･コンプリーテッド

9/30～ 2024/2/4 105 1,000 19,018 

合計 59,585 

2-1  普及事業：どこでも文学館 （出張展示）
◉ 展覧会名（無料）
会場 開催日 観覧者数 （人）

◉ 「シートン動物記」展
川場村ふじやまビレッジせせらぎの湯 2023/4/1～6/29 4,873 
太子堂小学校 9/14～10/4 445 
祖師谷小学校 10/4～10/31 653 
山崎小学校 11/2～11/30 357 
◉ 「井上ひさし ふかいことをゆかいに」展
川場村なかのビレッジB棟 4/1～6/29 2,450 
駒留中学校 9/22～10/31 323 
◉ 「宮西達也と子どもたち」展
コミュニティカフェななつのこ 6/8～7/11 2,044 
奥沢図書館 8/2～8/27 5,134 
弦巻小学校 9/1～9/26 790 
世田谷小学校 10/11～10/25 506 
◉ 「SF入門 Vol.2 星新一」展
川場村なかのビレッジB棟 6/30～11/16 4,291 
◉ 「書家による 世田谷ゆかりの作家たち」展
川場村ふじやまビレッジせせらぎの湯 6/30～11/16 8,019 
◉ 「SF入門 Vol.1 星新一」展
中央図書館 7/21～8/23 49,174 
三宿中学校 9/1～9/30 380 
玉川中学校 11/2～11/30 362 
◉ 「山へ！ to the mountains」展
江東区立江東図書館 8/19～9/14 33,662 
◉ 「水上勉のハローワーク」展
弦巻中学校 9/1～9/30 439 
千歳小学校 11/2～12/8 877 
◉ 「宮沢賢治 幻想紀行」展
代田小学校 9/1～10/11 307 
山野小学校 9/22～10/20 1,108 
池え上小学校 10/20～11/21 323 
芦花小学校 2024/1/16～2/1 1,052 
中央図書館 2024/2/16～3/28 49,513 
◉ 「水丸さんのがたんごとん」展
粕谷図書館 9/14～11/29 36,184 
給田幼稚園 10/4～10/31 42 
上北沢保育園 11/2～11/30 119 
奥沢図書館 12/3～2024/2/7 8,487 
◉ 「詩人萩原朔太郎」展
中央図書館 9/26～10/24 33,752 
◉ 「OSAMU’S MOTHER GOOSE」
船橋希望中学校 9/26～10/25 696 
◉ 「セタブン人生相談－あなたのための人生処方箋」展
烏山中学校 10/2～10/24 533 
奥沢図書館 2024/2/9～3/17 6,724 
◉ 「ヨシタケシンスケさんの絵本～きみだったらどうする？」展
世田谷文学館 2024/3/1～3/31 380 

合計 253,999 

2-2  普及事業：どこでも文学館 （ワークショップ）ほか
内容 開催日 参加者数 （人）
石黒亜矢子展関連イベント 
都市ボーイズ･ライブ「怪奇オカルトトークショー」 
出演：都市ボーイズ （岸本誠・はやせやすひろ）

2023/5/20 110 

石黒亜矢子展関連イベント 
おお雨・ライブ「化け猫ロック」 
出演：おお雨 （ボーカル・ギター：おおはた雄一 ボーカル：坂本美雨）

6/17 145 

コレクション展関連イベント 
ムットーニ コレクション 口上つき上演会 （各日３回） 
出演：ムットーニ （武藤政彦）

7/8, 7/15 90 

コレクション展関連イベント 
「煙突の見える場所」上映会 
協力：国際放映株式会社

8/6 8 

文学サロンイベント 
館長対談「辻原登の文学の魅力とは～小説と人生～」 
講師：辻原登 （神奈川県立近代文学館長）、亀山郁夫 （世田谷文学館館長）

9/23 49 

江口寿史展関連イベント 
「ライブドローイング」 
出演：江口寿史 （漫画家・イラストレーター）

9/30,  
10/1, 10/14

533 

コンサート「０才からのジャズコンサート」 （３公演）
出演：クニ三上 （ピアノ）、林正男 （ベース）、横山和明 （ドラムス）

10/18 339 

江口寿史展関連イベント 
「ライブスケッチ」 
出演：江口寿史 （漫画家・イラストレーター）

10/28, 11/3 350 

高校生向けワークショップ 
「生業さがし 小説家という職業」 
講師：柚木麻子 （小説家）

11/18 3 

セタブンパス会員特典イベント 
「江口寿史＆浦沢直樹トークショー」  
（エフエム世田谷「ほんとわラジオ」公開ラジオ収録） 
出演：江口寿史 （漫画家・イラストレーター）、浦沢直樹 （漫画家）

11/19 84 

江口寿史展関連イベント 
「サイン会」 
出演：江口寿史 （漫画家・イラストレーター）

11/28, 
2024/1/8,  
2/3, 2/4

587 

コレクション展関連イベント 
ムットーニ コレクション 口上つき上演会（ 各日３回） 
出演：ムットーニ （武藤政彦）

12/2, 12/3 102 

学校連携ワークショップ「落語を楽しもう 
～笑いを生み出してみよう～」（芦花小学校共催） 
講師･出演：楽亭じゅげむ （落語教育家）

12/9 171 

ダンスワークショップ 
「ことばとからだ 『シン・モモタロウ』をダンスでおどろう！」
講師：日本女子体育大学ダンス・プロデュース研究部 （顧問：髙野美和子）

12/10 11 

ワークショップ「誰でも探検家」 
講師：髙橋大輔 （探検家）

1/21 12 

その他 （職場体験、学芸員実習、活動支援事業での講師派遣など） 通年 1,190 
合計 3,784 

3  ライブラリー・講義室等
施設 利用者数（人）
ライブラリー 17 ,997 
講義室 1,389 
くつろぎスペース 7,117 

5  刊行物
タイトル 判型 /頁数 頒価（円・税込）

◉ 世田谷文学館ニュース
第82号 
巻頭エッセイ 「眩しい光、自由の影　椎名麟三のアナーキー」 
亀山郁夫（世田谷文学館館長） /2022年度世田谷文学館事業報告

A4/8 無料

第83号 
館長の作家対談  ゲスト 辻原登（作家、神奈川近代文学館館長）

A4/8 無料

◉ 展覧会関連書籍
「石黒亜矢子作品集其の弐」（玄光社より「石黒亜矢子展 ばけものぞろぞろ  
ばけねこぞろぞろ」開催にあわせて刊行）

A5/160 3,300円

「江口寿史扉絵大全集」 
（小学館より「江口寿史展 ノット・コンプリーテッド」公式画集として刊行）

B5/354 5,500円

◉ その他
資料集「世田谷文学館収蔵資料〈調査と探究〉01石川淳 /椎名麟三［上巻］ 」 B5/118 無料
移動文学館 出張展示キット 貸出案内パンフレット A5/48 無料
どこでも文学館報告書2023 B2（4ツ折） /１ 無料

4  文学資料収集・保管 （点数）
令和５年度収蔵点数 4,958
令和6年3/31現在の収蔵品点数 106,737
資料貸付（点数） 94
特別閲覧件数（点数） 466
特別観覧件数（撮影点数） 47

2023（令和5）年度 協賛
株式会社ウテナ、烏山駅前通り商店街振興組合、JA東京中央農業協同組合、 
昭和信用金庫、世田谷信用金庫、東邦ホールディングス株式会社、 
ベネッセスタイルケア芦花翠風邸、芦花公園商店街振興組合 （50音順）

6  年間利用者数
343,871

7 6
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後期コレクション展企画展

SETAGAYA LITERARY MUSEUM
1-10-10 Minami Karasuyama, Setagaya-ku, Tokyo 157-0062

Tel. 03-5374-9111 
https: //www. setabun. or. jp /
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利用案内
開館時間：10時～18時（展覧会入場は17時30分まで）
休 館 日：毎週月曜日（月曜が祝日の場合は開館し翌日休館）
年末年始（12月29日～1月3日）
館内整備期間（3月10日～18日）
割引料金：企画展・コレクション展ともに 
団体（20名以上）は2割引。

＊ 団体利用は事前にお問合せください。 
障害者手帳をお持ちの方は一般料金の 
半額。

同時開催
ムットーニコレクション

寺山修司展　
－世田谷文学館コレクションにみる
2024年10月5日（土）～2025年3月30日（日）
＊会期途中に年末年始・整備休館あり

小説と映画の世紀展　追悼・菅野昭正名誉館長
2024年9月21日（土）～10月20日（日）

＊ 10月5日（金）は60歳以上の方は入場無料。
＊ 11月8日（金）は65歳以上の方は入場無料。
＊ 11月16日（土）･17日（日）はセタブンマーケット開
催に伴い入場無料。

＊ 掲載の催事は変更や延期になる場合があります。
ご確認の上お出かけください。

Visitor Information 
Opening Hours: 10:00 am to 6:00 pm （last admission 5:30 pm）
Closures: Every Monday （Closed Tuesday when a national holiday 

falls on Monday） 
New Year holidays （Dec.29－Jan.3）　 
Facility Maintenance Period （Mar.10－18）

Group Discount：Groups of 20 + visitors will receive a 20% discount 
on admission fee both collection and special exhibitions.

Disability certificate holders will be admitted at 50% the general 
rate.

Elementary and junior high school students, who studies or resides 
in Setagaya city, are admitted free on weekends, national holidays.

Access: 
about 5-minute walk from Roka-koen Station’s South Exit （Keio Line）
about 13-minute walk from Chitose-karasuyama Station’s South Exit （Keio Line）
about 5-minute walk from Roka Koshunen （take Keio Bus from Chitose-Funabashi 

Station [Odakyu Line] towards Chitose-karasuyama Station [Keio Line]）

＊ October 5 （Fri）: free admission for over 60s.
＊ November 8 （Fri）: free admission for over 65s.
＊ November 16 （Sat） 17 （Sun）: free admission for Setagaya 

Literature Museum Flea Market Day.
＊ Schedule may be subject to change or postponement. 

Please confirm before your visit.

交通案内：
京王線「芦花公園」駅南口より徒歩約5分
京王線「千歳烏山」駅南口より徒歩約13分
小田急線「千歳船橋」駅より京王バス（千歳烏山駅行）「芦花恒春園」下車徒歩約5分

＊ トークイベント開催時は展示
会場にお入りいただけない場
合があります

＊ イベント情報は、文学館ホーム 
ページ（www.setabun.net）を
ご覧ください

［観覧料］
一般 200（160）円 /
大学・高校生 150（120）円 /
65歳以上・小・中学生  
100（80）円 /
障害者手帳をお持ちの方  
100（80）円（但、大学生以下は無料）
＊ （ ）内は団体割引と「せたがや 
アーツカード」割引料金

＊ 世田谷区内在住・在学の小中学生は、
土、日、祝、休日コレクション展は無料
になります

世田谷文学館 1階展示室

森薫『乙嫁語り』＆ 
入江亜季『乱と灰色の世界』合作
ⒸKaoru Mori  
ⒸAki Irie   
ⒸKADOKAWA CORPORATION
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世田谷文学館  
1階文学サロン

［観覧料］
入場料 無料

漫画家・森薫と入江亜季 展 －ペン先が描く緻密なる世界－
Manga Artist KAORU MORI and AKI IRIE EXHIBITION 
－The World of Intricate Paintings Created with Pen－
2024年11月2日（土）～2025年2月24日（月・祝）

Special Exhibition
Manga Artist KAORU MORI and AKI IRIE 
EXHIBITION 
－The World of Intricate Paintings Created with Pen－
Saturday, November 2, 2024 to Monday, February 24, 2025
Admission Fees
General admission: ¥ 1,000 （800）; Over 65/College or High 
School Student: ¥ 600 （480）; Junior High and Elementary School 
Student: ¥ 300 （240）; Disability certificate holders: ¥ 500 （400） 
yen （Disability certificate holders of college age and below are 
admitted free of charge）
＊ Amounts in parentheses group discounts and reduced rates 

for holders of the Setagaya Arts Card 
Exhibition Tickets
Online tickets and same-day tickets are available.
＊ For details regarding online tickets, please see the SETAGAYA 

LITERARY MUSEUM website （https://www.setabun.or.jp/）.
＊ We cannot accept phone inquiries.

Setagaya Literary Museum Second Half Collection Exhibition
Shuji Terayama Exhibition
Saturday, October 5, 2024 to Sunday, March 30, 2025
Concurrent Exhibition: Muttoni Collection
Admission Fees
General admission: ¥ 200 （160） / College or High School 
Student: ¥ 150 （120）; Over 65/Junior High and Elementary 
School Student: ¥ 100 （80）; Disability certificate holders: ¥ 100 （80） 
yen （Disability certificate holders of college age and below are 
admitted free of charge）
＊ Amounts in parentheses group discounts and reduced rates 

for holders of the Setagaya Arts Card
＊ Residents of Setagaya City and elementary/junior high school 

students attending school in Setagaya City can enter the 
collection exhibition free of charge on weekends and holidays

『われに五月を』出版の頃（1957年）  
©テラヤマ･ワールド

［観覧料］ 
一般 1,000（800）円 /65歳以上・大学・高校生 600（480）円 /小・中学生 300
（240）円 /障害者手帳をお持ちの方 500（400）円（但大学生以下は無料）
＊ （ ）内は団体割引と 
「せたがやアーツカード」 
割引料金

展覧会チケット
オンラインチケット及び当日券を販売いたします。
＊ オンラインチケットの詳細は、 
世田谷文学館ホームページ（https://www. setabun.or. jp/）をご覧ください。

＊ 電話でのご予約は受け付けておりません。

世田谷文学館 2階展示室

Season Exhibition
The century of novels and films
Saturday, September 21, 2024 to Sunday October 20, 2024
Admission free

2024年10月～2025年3月
Setagaya Literary Museum 
October 2024 – March 2025


